










要約:長崎大学では 1985 年 6月 1 日より長崎周辺の13 産科施設の協力を得て HTLV-I 抗体

陽性妊婦より出生した児に対して人工栄養による介入試験を開始しており 1987 年 7 月 3

旧以降は ATL prevention program、Nagasaki 1987(APP、Nagasaki 1987)として長崎県全

県下に拡大された。現在長崎県では全出生妊婦に約90%にあたる 16000 人が HTLV-I 抗体ス

クリーニングを受けておりその 3.9%がキャリアの判定を受けている。36ヵ月まで追跡認査

を終了した児は 205名でこのうち 6名(2.9%)が抗体陽性となっている。18 ヵ月以上の児に

ついて人工栄養児、授乳期間6ヵ月未満の混合栄養児(短期母乳保育群)、授乳期間 6ヵ月

以上の混合栄養児と母乳栄養児を加えた群(長期母乳保育群)に分けた場合、それぞれの抗

体陽性率は人工栄養児では 2.7%短期母乳保育群では 14.7%、長期母乳保育群では 14.7%で

短期母乳保育群と長期母乳保育群の間には有意の差は認められなかった。 


